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クラウド移行方針・戦略立案の重要性

クラウド移行を個々のシステムの視点ではなく、全社システムの移行や、特定のデータセンターの廃止
等、ある程度まとまった規模感の移行を想定した場合、社内の稟議や決済を通すためにも、関係会社や
ベンダーとの意思疎通のためにも、その目的や方針を明記した文書化が必要です。
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方針文書
無し

なぜクラウドな
の？

どうして AWS 
なの？

どんなアーキテクチャ
に移行するの？

何をクラウド移行
するの？

今、何が問題
なの？

クラウド移行する
とどうなるの？

いつまでにクラウド
移行するの？

方針文書
有り

クラウド化の理由
はこうです

AWS 選定理由
はこうです

リフト＆シフトを主体と
し、革新が必要なもの

はアーキテクチャを
モダナイズします

こういったシステム
特性のものから

移行します

現状の課題は
こうなってます

クラウド移行する
とこのように課題
が払拭できます

今後３年で
クラウドに移行します
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クラウド移行方針・戦略の主要要素

一般的にクラウド移行方針や戦略を立案した、と言える状態となるためには、下記のような論拠を明
示し社内の承諾を得ておく必要があります。
（社内に周知する意味でも、下記の全てではなくても、ある程度の文書化が必要です）

1. 企業ビジョン（中計等）とそれを支えるIT戦略

2. クラウド移行理由：一般論と個社事情（クラウド移行動機、現状の課題・ニーズ）

3. AWS 選定理由

4. AWS への移行要件（企業として、あるいは、ある特定のシステム群として）

5. AS IS と TO BE のイメージ（概念図ベース）

6. AWS 移行先アーキテクチャ選定の判断基準（移行先アーキテクチャの選定フロー等）

7. 移行ロードマップ（期限・目標となる期日と移行対象）
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各社のクラウド移行方針・戦略の事例
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クラウド移行方針・戦略の事例 – 関西電力様
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AWS Summit Online 2022
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-24_AWS-Summit-2022_Kansai-Electric-Power.pdf

基本方針の明記

クラウド採用理由の明記

AWS 採用理由の明記

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-24_AWS-Summit-2022_Kansai-Electric-Power.pdf
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クラウド移行方針・戦略の事例 – 関西電力様
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AWS Summit Online 2022
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-24_AWS-Summit-2022_Kansai-Electric-Power.pdf

目標設定：期限、移行
範囲を記載

移行タイミングと移行
先を記載

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-24_AWS-Summit-2022_Kansai-Electric-Power.pdf
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クラウド移行方針・戦略の事例 – 三越伊勢丹様

8

AWS Summit Online 2022
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-23_AWS-Summit-2022_IMS-Sol.pdf

© 2022 Isetan Mitsukoshi System Solutions Limited. All rights reserved. 9

IMSは「シェードサービス会社」から「事業会社」へ変わります。

そのためにすべての業務を「顧客起点」（BtoC・BtoB）で業務を再構築します。

ICTプラットフォームサービスを活用した事業拡大

➊ デジタルサービス・チャネル開発
➋ ICT構造改革

●システムモダナイズ
●運行・調達・管理業務の最適化
●グループIT人財の確保と育成

➌ 新BtoB事業の開発と拡大

“連邦”戦略

BtoBBtoC

「顧客企業の目指す姿の実現を支援」し、
自社プラットフォームで得られたノウハウの新たな収益化

“高感度上質”戦略
“個客とつながる”
CRM戦略

高感度上質消費の拡大・席巻
最高の顧客体験の提供

I MS戦略

グループ基盤
経営基盤

中期経営計画

ITの戦略

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-23_AWS-Summit-2022_IMS-Sol.pdf
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クラウド移行方針・戦略の事例 – 三越伊勢丹様
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AWS Summit Online 2022
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-23_AWS-Summit-2022_IMS-Sol.pdf

TO BE イメージ

完了時期

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-23_AWS-Summit-2022_IMS-Sol.pdf
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クラウド移行方針・戦略の事例 – 三越伊勢丹様
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AWS Summit Online 2022
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-23_AWS-Summit-2022_IMS-Sol.pdf

• 既存システムの移行
先判断フロー

• リフト→シフトの段
階移行パスも想定

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-23_AWS-Summit-2022_IMS-Sol.pdf
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クラウド移行方針・戦略の事例 – 朝日生命様
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AWS Summit Online 2022
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-19_AWS-Summit-2022_Asahi-Life.pdf

クラウド採用理由の明記

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-19_AWS-Summit-2022_Asahi-Life.pdf
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クラウド移行方針・戦略の事例 – 朝日生命様
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AWS Summit Online 2022
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-19_AWS-Summit-2022_Asahi-Life.pdf

AWS 採用理由の明記

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-19_AWS-Summit-2022_Asahi-Life.pdf
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クラウド移行方針・戦略の事例 – 朝日生命様
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AWS Summit Online 2022
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-19_AWS-Summit-2022_Asahi-Life.pdf

中期経営計画

IT 戦略

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-19_AWS-Summit-2022_Asahi-Life.pdf
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クラウド移行方針・戦略の事例 – 朝日生命様
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AWS Summit Online 2022
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-19_AWS-Summit-2022_Asahi-Life.pdf

次世代プラットフォーム戦略

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/CUS-19_AWS-Summit-2022_Asahi-Life.pdf
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クラウド移行方針・戦略の導き方
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トップダウン：経営戦略とIT戦略
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企業ビジョン（中計等）とそれを支えるIT戦略

• 中期経営計画を作られている場合は、一般的には
中期経営計画にある経営目標を頂点とした各施策
のストラクチャーが描かれています。（左図の上部の
三角形）

• ビジネスを支える IT となるためには、ビジネスと IT  
が同期が取れている必要があります。

• IT に閉じた現状の困り事や、問題の対処のみを主
眼にした場合、ビジネスサイドの理解が得られない可
能性が高いです。

• そのため当然ですが、ビジネスに寄与する IT 戦略を
立案する必要があります。
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理念
Why

誰に
Who

何を
What

How どのように？（具体的な手段）

売り物 値付け 売り場 売り方

抽象的
一般的（業種特性があ

まり出ない）
中長期的

具体的
業種・企業特性

により異なる
変化が激しい

短期的

IT戦略
Why

What
プラットフォーム戦略
（≒ クラウド戦略）

How どのように？（具体的な手段）

アーキテクチャサービス製品技術

抽象的
一般的（業種・企業特

性があまり出ない）
中長期的

具体的
対象システム特性により

異なる
変化が激しい

短期的

下記、リンクの図を拡張して図示
【図解】戦略と戦術の違い！5つの視点から分かりやすく解説してみた！

https://kachi-kobo.biz/strategy-tactics-5point/

現状の共有と
将来の方向性の合意

https://kachi-kobo.biz/strategy-tactics-5point/
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IT 施策抽出と妥当性検証
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• ビジネス施策に貢献できることを論理的に説明する必要があります（下図は一例）

売上額30%アップ

ビジネス価値

ビジネス施策

IT 施策

ビジネス目標

5年後までに

利益率5ポイント改善 EC売上比率を20%向上

新サービスの開発提供スピードや
改善スピードの高速化

顧客向け情報提供の価値
向上による販売機会増加

社内業務の一層の
デジタル化と効率化

複数システムにまたがる
業務ミスの低減

顧客向け情報の動的な
アプリでの提供

社内業務負荷
の軽減

EC売上向上のための各種
マーケティング施策の迅速な実施

顧客とのスマホベースで
の対話型接客

社内業務の
スピード向上

販売チャネル横断の
顧客マスタ統合

社内手続きの簡素化
リモートワーク化

クラウドによるインフラコス低減
クラウドの各種マネージドサービス／

サーバーレスの利用によるスケーラビリティと
可用性向上、生産性や保守性向上

新サービス向け
システムの迅速な構

築と改訂

開発・運用・保守の
標準化と自動化による効率向上

CI/CD, DevOps

スマホアプリの
稼働情報収集と蓄積
分析・診断的予測

マーケティングオートメーションやCRM, 
SFA強化

VoC の収集蓄積・分析・離反防止

チャネルを跨った顧客の
個客としての行動履歴

管理・志向分析

業務データや機能の
API化と再利用性の向

上

データセンター障害や大規模被災にも
耐え得る可用性と堅牢性確保

データレイク化とビッグデータ分析機械学
習を容易に試行できる

サンドボックス化

システム間連携の
リアルタイム化と自動化

持たない IT によるハードウェア
運用保守、老朽化対策からの離脱
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ボトムアップ：ITの現状と課題
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クラウド移行理由：一般論（情報システム部門の悩み）

20

時間がかかっても、コストがかかっても、全て自前でコントロールできるインフラを
企業内の全システムが持つべきなのか？

オンプレミスの
メリット

オンプレミスの
デメリット

コストがかかる 時間がかかる

初期コストと
導入期間の

発生

データ
センターの

維持

定期的な
H/W 

老朽化対応

DR環境の
設置・保守

H/W 調達
増強

VS

セキュリティが安心
（オンプレミスで長年の運
用実績があり、データを外
部で保持することによる漏
洩リスクを考えなくて済
む）

自社環境で完全掌握
（バージョンアップ、パッチ
適用、H/W, M/W, OS 
保守対応等、全て自社で
完全に管理できる）

低レイテンシー要件へ
の対応

社内ネットワークのため低
レイテンシー要件に対応で
きる

DXが叫ばれる今日、ハードウェアの故障対応や、定期的なハードウェア更改対応に伴うシステム更
新にかかる工数やコストに対して、顧客や事業側は価値を殆ど見出していないそのことが、オンプレに

ハードウェアを保持し続けることの最大の課題

現状の IT の構造のままで、目指すべき企業の姿に近付けるのかどうかがポイント
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既存 IT の状況・課題の可視化の必要性とその方法
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それを支える
IT のありたい姿

企業のありたい姿

現状の IT の姿

現状の IT に存在して
いる課題やリスク

ギ
ャ
ッ
プ

施策の抽出
（その手段の一つがクラウド移行）現状を踏まえた上で、いかにギャップを埋めるか？

全体可視化/考察システム/サーバー棚卸し

各種の既存 IT を図示したもの
• 業務・システム俯瞰図
• ビジネスプロセスモデル
• データフローダイヤグラム
• エンティティデータモデル
• アプリケーションレイヤモデル

リスク – 現象 – 問題 – 原因 関連図

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
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将来の方向性：クラウド移行
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クラウド移行理由：一般論（世間の潮流）
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• クラウド移行理由の一般論としては、クラウドメリットそのものを自社にも享受したい、といったものだと言えます。下記に政府情報
システムにおけるクラウドサービスの利用に係る基本方針の文章を転載します。

• 近年、急速に進化し発展したクラウドサービスは、正しい選択を行えば、コスト削減に

加えて、情報システムの迅速な整備、柔軟なリソースの増減、自動化された運用による

高度な信頼性、災害対策、テレワーク環境の実現等に寄与する可能性が大きく、政府情

報システムにおいても、クラウドサービスを利用することで様々な課題が解決されるこ

とが期待される

• このような状況において、クラウド・バイ・デフォルト原則、すなわち、政府情報シス

テムを整備する際に、クラウドサービスの利用を第一候補とすることとされ、「デジタ

ル・ガバメント実行計画」（平成30年1月16日eガバメント閣僚会議決定）において、

「政府情報システムにおけるクラウド・バイ・デフォルトの基本的な考え方、各種クラ

ウド（パブリック・クラウド、プライベート・クラウド等）の特徴、クラウド利用にお

ける留意点等を整理する」こととされた。

DS-300 政府情報システムにおけるクラウドサービスの利用に係る基本方針
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/e2a06143-ed29-4f1d-9c31-

0f06fca67afc/dafcde5b/20220422_resources_standard_guidelines_policy_05.pdf

https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/e2a06143-ed29-4f1d-9c31-0f06fca67afc/dafcde5b/20220422_resources_standard_guidelines_policy_05.pdf
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AWS を選定する理由として評価すべき観点
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主要観点 概要

企業ビジョン クラウド事業をどう捉えているか（専業、兼業、経営方針等）

市場シェア クラウドベンダー間のシェア比較

業界での評価 第三者の評価、ユーザーの評価

コスト低減 コスト低減実績・事例

パートナー パートナー及びパートナーソリューションの充実度

コミュニティ ユーザーコミュニティ活動の活性度

セキュリティ セキュリティ・コンプライアンスの確保状況

導入実績 データセンターの全面移行等の大規模事例や基幹系移行事例等の充実度

信頼性・対障害性 クラウドサービスの障害発生時間やダウンタイム時間

入手可能な各種情報の充実度 Web、書籍、Webinar、セミナーやトレーニング等の充実度

スキルを保持した人材確保の容易性 認定資格者の人口、認定資格自体の市場価値

• クラウドサービスの機能強化は日進月歩のため、各クラウドベンダーの個々のサービスや機能を現時点で比較をしても、非常に
工数がかかる割に直ぐに陳腐化してしまい、あまり意味がありません。

• また、個別システムの要件のみで検討するのは、全システムの移行を検御している状況では相応しいとは言えません。
• したがって、クラウドベンダー選定には下記のような総合的視点での比較が望ましいです。
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クラウドへのスタンス：移行要件
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クラウド移行要件の整理
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クラウド移行要件の整理
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そもそもシステムの考え方がクラウドに不向き
→ まず意識改革が必要

今まで通りの稼働できれば良い
（クラウド移行が現業にインパクトを与えたくない → 脱 H/W が第一目標）クラウドを企業変革のきっかけの原動力にしたい
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クラウド移行要件の整理
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そもそもシステムの考え方がクラウドに不向き
→ まず意識改革が必要

今まで通りの稼働できれば良い
（クラウド移行が現業にインパクトを与えたくない → 脱 H/W が第一目標）クラウドを企業変革のきっかけの原動力にしたい

主に SoE, SoI
に見られる要件

SoE, SoI, SoR
共通的なポジティブ要件

主に SoR
に見られる保守的要件
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移行戦略：７Rの選定と戦略的段階移行



© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

移行先アーキテクチャ選定：7R
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妥当性
確認

移行 運用

移行ツール
の使用

③ リプラットフォーム
(Lift & Reshape)

⑥ リテイン
そのまま保持

パッケージや
SaaS の購入や
ライセンス契約

基盤となる
インフラの変更

ライフサイクル管理
ALM / SDLC

設定 デプロイインストール

⑦ リタイヤ
／廃止

自動化

手動インストール
セットアップ

移行先プラットフォームの
決定

（OS version, DBエン
ジン等）

vMotion構成の決定

移行パスの決定
≒ 移行戦略

ディスカバー／アセスメント
／アプリケーションの優先順位付け
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クラウド移行パスの３つのステージ
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ビジネス価値

時間

Stage1

Stage2

Stage3

現行オンプレミス
or プライベートクラウド

持たないITへの変革
DC, H/W 老朽化対策からの離脱

クラウドのメリットの享受
ライセンスコスト圧縮、高可用性やスケー
ラビリティの確保

更なるクラウドのメリットの享受
サーバーという概念自体の消滅

リプラットフォーム＋
リアーキテクチャ

VMC + AWS
ハイブリッド

リアーキテクチャ
（クラウドネイティブ）

リホスト（AWS）

リロケート（VMC）

Stage0
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クラウド移行パスの３つのステージ
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ビジネス価値

時間

Stage1

Stage2

Stage3

現行オンプレミス
or プライベートクラウド

リプラットフォーム＋
リアーキテクチャ

VMC + AWS
ハイブリッド

リアーキテクチャ
（クラウドネイティブ）

リホスト（AWS）

リロケート（VMC）

Stage0

新
規

ワ
ー

ク
ル

ー
ド

の
新

規
開

発
パ

ス

SoE, SoI

SoR
従来の一般的な移行パス
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既存システム特性から移行先アーキテクチャ検討
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• 個々のシステムの具体的な移行プロジェクト推進時は、個々のシステムに応じた詳細な移行計画を建てる必要があります。
• しかし、全社システムのクラウド移行を検討する場合、システム数やサーバー数が多い場合は、ある程度の分類を実施し、分

類毎に移行先アーキテクチャを選定していく方が効率的です。
（下図はクラウド移行難易度と適合度の４象限に分類した例です。この他にもビジネスバリューとリスクを軸にした場合等、様々なバリエーションが考えられます）

象限
B

象限
C

象限
D

AWSのRDS等のマネージド・サービ
スを利用した IaaS パターンの

AWS での実装

フロントエンドはAWSでのスケーラビリ
ティを確保しデータベースは VMC 上

に配置

コアコンピタンスとなる業務やサービス
領域は全面クラウドネイティブアーキテ

クチャに刷新

VMWare Cloud on AWS への単
純リホスト

AWS へのリホスト

リロケート（VMC）

リホスト（AWS）

リアーキテクチャ
（クラウドネイティブ）

リプラットフォーム＋
リアーキテクチャ

VMC + AWS
ハイブリッド

イノベーション
領域

ビジネスに注
力

アジリティ重視

移行インパク
トの

最小化
塩漬け系

象限
A
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ロードマップの策定
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IT負債軽減と新事業創出の両輪・
両利きのDX推進

人材の強化・育成と企業文化の変革

DX成功パターン （DXレポート2より）

下記は DX レポート2 に記載されている DX 成功パターン。クラウド移行も DX 成功のための重要な手段であり、

下記の３つの基本戦略をクラウド移行・導入と併せて遂行されることが望ましいと言えます、

• リスク低減と事業価値増大のバランス

• DX 成功事例から見える DX 推進の３つの基本戦略

– 事業戦略、組織戦略、推進戦略

DX 推進

新事業創出

既存事業の業績向上と
技術負債（レガシー）の軽減

事業戦略

経営者、業務部門、デジタル／IT部
門での三位一体の DX 推進

アジャイル（段階的）DX 推進

組織戦略

経営者

業務部門
デジタル／

IT部門

デジタル
ITベンダー

推進戦略

期
待
効
果

組織展開

重
点
部
門

部
門
展
開

部
門
展
開

https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004.html

https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004.html
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DX 推進のための戦略的 IT 改革ロードマップ（例）
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既
存
資
産
の
棚
卸
し
、

課
題
・
ニ
ー
ズ
の
抽
出
と

移
行
方
式
検
討

DX 推進

クラウド共通基盤化

認証・認可等、セキュリティ実
装の標準化

セキュリティリスクの自動的な
監視と監査

クラウド化による可用性確保
のシンプル化

クラウドによる運用管理のシン
プル化

マネージドサービス・サーバーレ
スへの移行

モノリスからマイクロサービスへ
の移行

CI/CD, DevSecOps による
変化対応力の向上

シ
フ
ト

（
ア
ジ
リ
テ
ィ
の
向

上
）

SoR のモダナイゼーション（既存レガシーIT資産の変革）

既存オンプレ主体の
各種業務システム

SoR
管理会計

出荷・物流

生産管理

マスター管理

調達・在庫

販売（EC、店舗）

財務会計

SoI

SoI のモダナイゼーション

マスター整備、MDM整備

データ連携の整流化

統合顧客管理

データ分析の
セルフサービス化

データレイク、データハブ
レイクハウスの基盤化

メタデータ管理の高度化

脱レガシーデータベース

脱レガシー
（ OS, M/W, 開発言語、
アプリケーションフレームワー

ク）

リフト
（持たないITへ）

クラウド共通基盤へ移行

SoE 店舗向け EC サイト・
ECアプリ強化

店舗向け
コンタクトセンター強化

IoT による利便性向上

IoT による故障予兆
サービス効率化

新ビジネス創出・顧客接点強化

DevSecOps, IaC
アジャイル

プロセス等の経験値蓄積

一般消費者向け EC サイト・
ECアプリ強化

一般消費者向け
コンタクトセンター管理

一般消費者向け 顧客管理

オンプレミス H/W の廃止

製品需要予測

経営ダッシュボード

VoC → 商品開発強化

データに基づく
意思決定や
施策の展開

３年後
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DX 推進のための戦略的 IT 改革ロードマップ
SoR 先行型の例
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DX 推進

クラウド
共通基盤化

SoR のモダナイゼーション（既存レガシーIT資産の変革）SoR

SoI
SoI のモダナイゼーション

SoE
新ビジネス創出・顧客接点強化

• モード１の IT負債の削減を先行し、浮いたリソースでモード２に着手する場合のイメージ図です。
• 当初は IT 負債の解消がメインとなり、ビジネス的なメリットの刈り取りは後になってしまいますが、

IT 負債の解消が進めば H/W の呪縛から開放されていくため、施策の実施が H/W を保持している
時よりも、よりライトに取り組むことができます。



© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates.

DX 推進のための戦略的 IT 改革ロードマップ
SoI, SoE 先行型の例
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DX 推進

クラウド共通基盤化

SoR のモダナイゼーション
（既存レガシーIT資産の変革）

SoR

SoE
新ビジネス創出・顧客接点強化

SoI のモダナイゼーション

SoI

• モード２を先行し、クラウド導入メリットを早期に刈り取るようなイメージ図。その間、モード１
は置き去りになっているため、後から IT 負債の解消に手を打っていくイメージです。

• 主には事業部門側が主体的・能動的にクラウド利用でビジネスメリットを享受していくパターンで、
個別最適に陥りがちとなるので、後述の留意点への考慮が必要となります。
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システム特性毎のクラウド移行の勘所
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SoE
System of 

Engagement 

SoR
System of 

RecordSoI
System of 

Insight
• 既存の SoR の IT 資産が負の資産となっ

てしまい、真のIT投資領域（コアコンピタン
ス領域）へ投資を阻害するのを防止する
（持たないITへの変革、迅速に変化可能
なITへの変革）

• 既存資産や課題を可視化し、今後の既存
資産の行き先や課題の解決策のブループリ
ントを策定する

• 個々の施策の実施スピード強化のためにア
プリケーションアーキテクチャや開発・保守プ
ロセスをモダナイゼーションする

• クラウド前提でクラウドネイティブを志向する

• 共通機能の重複開発・投資を避け、可能
な限りマネージド・サービスやサーバーレスを
利用する

SoE と SoI を繋ぐデータを保持・蓄積し、両
方への打ち手をデータドリブンで検討・対策が
実施可能な環境を基盤化しておく
（分析のセルフサービス化・環境のサンドボッ
クス化）

個別商品サービスだけに閉じた
個別最適に陥らないように注意

↓
共通要素は後からでも全体整合性を図る

時間切れ現行踏襲（H/W所有の輪廻）
に陥らないように注意

↓
後進に IT 負債を継承しないような英断が必要

モード2
柔軟性重視

モード１
堅牢性重視

データ無秩序な氾濫を未然に防止するために
SSOT：Single Source of Truth

原則を満たせるように配慮する
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ロードマップ検討時の留意点
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• 移行対象システムを EoL 順に単純に縦に並べてスケジューリングするのではなく、準備段階を設定する必要があります。

• 準備に時間とリソースをかけることがその後の クラウド移行の成否に大きく影響していきます。

• DeNA様においては、徹底した標準化：準備 に全体の約半分の期間をかけられています。

• オールインされている企業の多くが 3〜５年で移行を完了されています。オンプレとの並行期間が短い程クラウド移行のメリットが

享受し易くなります。

AWS Summit Online 2021 基調講演： DeNA代表取締役会長 南場様の発表の一部
https://aws.amazon.com/jp/events/summits/online/japan/sessions/

https://aws.amazon.com/jp/events/summits/online/japan/sessions/
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クラウド導入フレームワークの活用
Cloud Adoption Framework（CAF）
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• クラウド移行は単にシステムの移
行のみならず、様々な改革を進め
ることで自社のデジタルトランス
フォーメーションの土台になって
いきます。

• どんな変革が必要なのか、その参
考として AWS では CAF のガイダ
ンスを提供しています。

• 6つの基盤となるケイパビリティを
強化・拡張していくことで、４つ
のトランスフォーメーションを実
現していくサイクルを図示してい
ます。

https://aws.amazon.com/jp/professional-services/CAF/

https://aws.amazon.com/jp/professional-services/CAF/
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CAF：クラウド利用成熟度の向上
クラウド利用の成熟度

ビ
ジ
ネ
ス

ピ
ー
プ
ル

ガ
バ
ナ
ン

ス
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

セ
キ
ュ
リ

テ
ィ

オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン

戦略マネジメント

ポートフォリオマネジメント

イノベーションマネジメント

プロダクトマネジメント 戦略的パートナーシップ

データの収益化

ビジネスインサイト

データサイエンス

カルチャー変革

変革リーダーシップ

クラウドへの精通

人材の変革

変革の加速

組織デザイン

組織の連携

プログラム・プロジェクト管理

メリットの管理

リスク管理

クラウド財務管理

アプリポートフォリオ管理

データガバナンス

データ整理

プラットフォームアーキテクチャ

データアーキテクチャ

プラットフォームエンジニアリング

データエンジニアリング

プロビジョニングとオーケストレーション

モダンアプリケーション開発

継続的インテグレーションとデリバリ

セキュリティガバナンス

セキュリティアシュアランス

IDとアクセス管理

脅威検知

脆弱性管理インフラストラクチャ保護

データ保護

アプリケーションセキュリティ

インシデント対応

可観測性

イベント管理 (AIOps)

インシデント管理と問題管理

変更管理とリリース管理

性能とキャパシティ

構成管理

パッチ管理 可用性と継続性

アプリケーション管理

• 左図の６つの観点そ
れぞれにおいて、強化
すべきケイパビリティ
（スキルとプロセス）を
例示しています。

• クラウド移行というと技
術的な側面がフォーカ
スされがちですが、それ
以外の、ビジネスとのア
ラインや人、組織やシ
ステム開発・保守のプ
ロセス改善等、広く全
般的な取り組みによっ
て技術進化に留まらな
い恩恵を受けることに
繋がります。

42
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DX 推進のための戦略的 IT 改革ロードマップに諸々のタスクをマップ（例）
様々な視点でのタスク例を追記
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既
存
資
産

棚
卸

︑

課
題

抽
出

移
⾏
⽅
式
検
討

DX 推進

既存
事業

の業
績向

上と技
術負

債（
レガシ

ー）
の軽

減

クラウド共通基盤化

認証・認可等、セキュリティ実
装の標準化

セキュリティリスクの⾃動的な
監視と監査

クラウド化による可⽤性確保
のシンプル化

クラウドによる運⽤管理のシン
プル化

マネージドサービス・サーバーレ
スへの移⾏

モノリスからマイクロサービスへ
の移⾏

CI /CD,  DevSecOps による
変化対応⼒の向上

︵

向

上
︶

新事
業創

出

データ
ドリブ

ン経営
の実現

SoR のモダナイゼーション（ 既存レガシーI T資産の変⾰）

既存オンプレ主体の
各種業務システム

SoR
管理会計

出荷・物流

⽣産管理

マスター管理

調達・在庫

販売（ EC、店舗）

財務会計

SoI

SoI  のモダナイゼーション

マスター整備、MDM整備

データ連携の整流化

統合顧客管理

データ分析の
セルフサービス化

データレイク、データハブ
レイクハウスの基盤化

メタデータ管理の⾼度化

脱レガシーデータベース

脱レガシー
（ OS,  M/W ,  開発⾔語、
アプリケーションフレームワー

ク）

リフト
（ 持たないI Tへ）

クラウド共通基盤へ移⾏

SoE 店舗向け EC サイト・
ECアプリ強化

店舗向け
コンタクトセンター強化

I oT による利便性向上

I oT による故障予兆
サービス効率化

新ビジネス創出・顧客接点強化

DevSecOps,  I aC
アジャイル

プロセス等の経験値蓄積

⼀般消費者向け EC サイト・
ECアプリ強化

⼀般消費者向け
コンタクトセンター管理

⼀般消費者向け顧客管理

オンプレミス H/W  の廃⽌

製品需要予測

経営ダッシュボード

VoC → 商品開発強化

データに基づく
意思決定や
施策の展開

•データ連携の整流化
•データハブ、データレイク、DWH（レイ
クハウス）、データマートの責務の明確
化と配置の標準化（データの一元化と
重複排除）
•データの流れのガバナンス確保

•KPI の監視と管理、ビジネスアクションの能動的な誘発
•データドリブンビジネスの常態化

•顧客や販売店向けシステムの企画構想
•サーバーレスやコンテナ主体で、できるだけ
配管コードを書かない方針で実装

最初からマイクロサービス化を意識して
サービスとしてカプセル化

商用DBは採用せず、OSS ベースのマネー
ジドな DB を採用し、可用性確保やス
ケーラビリティ確保を、ライセンスコストや保
守料を発生させずに実現

顧客や販売店向け新サービスの
実現

各種ビジネスサービスやビジネス施策をタ
イムリーにシステム化

非対面ビジネスやビジネス変化に柔軟に
対応可能なアーキテクチャで実装

メインフレーム、商用 Unix のシステム
資産のSaaS やパッケージでのリプレー
ス検討、ビジネスインパクト分析、業
務的なギャップ分析
主要業務機能の PoC 実施

クラウド導入のための各種ガイドライン
整備（主に IaaSベース）

CCoE の設立とメンバーの増強

社内のセキュリティ・コンプライアンス要
件のクラウド利用を前提とした見直し
（マネージドサービスやサーバーレス利
用）

既存システムの可用性要件の見直し、
クラウド上の可用性パターンとのマッチ
ング

既存システム運用のクラウド利用を全
体とした見直し（マネージドサービスや
サーバーレス利用）

•メタデータ管理、データリネージ把握
•ビジネス用語整理、ビジネス用語での検索を可能とする
•マスターデータ管理の高度化（顧客、取引先、商品、商
品カテゴリー、原材料、従業員、等々）
•ビジネス及び IT KPI の洗い出しと定義

•レガシーシステムのリホスト戦略対象は、
IaaS への移行のファクトリー化（同時並列
移行の実施）
•DB 依存部分（ORM や DAO 等のレガ
シーDB依存部分）の改訂
•アプリケーションフレームワークの刷新

クラウド移行・導入戦略の
全社での決定と周知

クラウド推進チームの設立

エグゼクティブスポンサーの獲得と、トッ
プダウンでの号令や支援の提供を受け
る

メインフレームを含む既存システムの棚
卸しと、移行方針の立案

現行踏襲した場合の運用コスト算出
コストのメリット概算算出
損益分岐点の試算

選定した移行方式別の移行コストと期
間の概算算出

脱商用 DB 移行の PoC の実施、
Application 変更の難易度や工数の見
積もりを典型的なApplication実装パ
ターンを抽出し実施

レガシーシステムに関して、SaaS やパッ
ケージが適用不可の領域に関して、リホス
ト or リアーキテクチャを検討、パイロット移
行や、技術的な難易度の高そうなところ
は PoC を実施、メインフレーム移行方針
を立案
段階移行の場合の優先順位を洗い出し

典型的なシステムアーキテクチャの抽出と、
パイロット移行の実施・移行結果評価

共通基盤化（DR を含めた可用性確保、
セキュリティ確保、スケーラビリティ確保等、
個々のシステム移行やシステム構築で検
討せず、共通的に事前に検討しておき
検討、重複した検討作業を抑止）

•クラウド人材のスキル状況、人員増強
•CCoE の役割強化、クラウド推進の詳
細計画化と推進のリード

移行計画の詳細化、移行コスト・期間見
積りの詳細化

３年後
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まとめ - クラウド移行方針・戦略立案の勧め
一般的にクラウド移行方針や戦略を立案した、と言える状態となるためには、
下記のような論拠を明示し社内の承諾を得ておく必要があります。

1. 企業ビジョン（中計等）とそれを支えるIT戦略

2. クラウド移行理由：一般論と個社事情（クラウド移行動機、現状の課題・ニーズ）

3. AWS 選定理由

4. AWS への移行要件（企業として、あるいは、ある特定のシステム群として）

5. AS IS と TO BE のイメージ（概念図ベース）

6. AWS 移行先アーキテクチャ選定の判断基準（移行先アーキテクチャの選定フロー等）

7. 移行ロードマップ（期限・目標となる期日と移行対象）

44

AWS では上記のような方針や戦略を立案するために既存資産を可視化し移行方針の検討材料を提示したり、お
客様のクラウド移行の準備状況をアセスメントさせて頂いたり、各種上流工程の支援を実施しておりますので、
担当営業までお声掛け下さい。

一寸先も予測できない今日なので、方針や戦略立案に半年や１年もかけず、枝葉末節に囚われず、全体方針を
３ヵ月間位で検討完了させることをお勧めします。
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Appendix. 主な移行パス：７R
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主な移行パス
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移行 or 
刷新パターン

説明 イメージ図

①リロケート

既存オンプレのアーキテクチャのまま VMWare Cloud on AWS（VMC 
※） へ単純移行

※ AWS と VMware が共同で開発した、拡張性、安全性、革新性に優れた統合クラウドサービス。
お客様は、VMware vSphere ベースのオンプレミス環境をベアメタルインフラストラクチャで動作
する AWS クラウドにシームレスに移行し、拡張可能

移行時間とコストを最小化して H/W 老朽化から解放
既存資産の複雑性はそのまま継承

②リホスト

既存オンプレのアーキテクチャのまま AWS へ単純移行

（殆どの機能を仮想サーバー（EC2）上に実装、マネージドサービスやサーバーレスは余り使
用しない、単一アベイラビリティゾーンで稼働しデータセンターレベルの障害を意識しない≒
オンプレの発想の継承）

AWS のスケーラビリティや可用性を享受し、かつ、H/W 老朽化から
解放
移行時間とコストもある程度発生、既存資産の複雑性はそのまま継承

AWSのグローバル インフラ

VM w a re  Clou d ™  o n  AW S
Powered by VMware Cloud Foundat ion

お客様の

データセンター

vSphere vSAN NSX

プライベート

クラウド

vRea l ize  Su ite ,  I SV エコシステム

vCentervCenter VM w a re  Clou d  
M o tion

Private subnet

RDB on EC2

EC2

(Web

/AP)

EC2

(Web

/AP)

Elastic

Load

Balancer

VPC

Availability Zone A
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主な移行パス
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移行 or 
刷新パターン

説明 イメージ図

③リプラット
フォーム

OSやミドルウェアのバージョンアップ（Windows Server 2008 → 2016）
RDBMSエンジンの変更（オンプレ Oracle → Aurora PostgreSQL コンパチ）
RDS（データベースのマネージドサービス） の採用（オンプレ Oracle → RDS Oracle）
Unix やメインフレームからの移行（リアーキテクチャとなる場合が大）

AWS のスケーラビリティや可用性を享受し、かつ、H/W 老朽化から解放
コスト高なDBMSやミドルウェアを排除し、運用保守コスト低減
移行コスト、テスト工数の増加

④リアーキ
テクチャ

オンプレの3階層アプリ → ALB + Web Server, AP Server (Auto Scaling), RDS マルチAZ等の
鉄板構成

AWS のスケーラビリティや可用性を享受し、かつ、H/W 老朽化から解放
コスト高なDBMSやミドルウェアを排除し、運用保守コスト低減
移行コスト、テスト工数の増加

④’リアーキ
テクチャ

（クラウド
最適化）

マネージド・サービスや、サーバーレスの積極的な活用（クラウド最適化）
サーバーレスを多用し、クラウドのアジリティやコスト低減といったメリットを
十二分に享受
移行コスト、テスト工数の増加

Private subnet Private subnet

VPC

Auto Scaling Group

RDS
(Multi-AZ)

Master Slave

Replication

Elastic
Load
Balancer

EC2

(Web/AP)

Availability Zone A Availability Zone B

API Gateway

Lambda

Cloud

Front

DynamoDB Cognito SNS S3

AWS Cloud
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主な移行パス
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移行 or 
刷新パターン

説明

⑤リパーチェス パッケージ適用（on EC2）や 他社 SaaS 利用

⑥リテイン 移行しない

移行コストの ROI が伴わない場合や、該当システム自体の付加価値がほとんどなく、とりあえず現行のまま稼働し続ければよい場合、あるいは、
いずれ刷新対象なので、現時点では手付けずで良い場合、また、移行したくても特殊なH/Wの利用等で移行できな場合等、敢えてクラウドへの移
行はしないと判断できるもの

⑦リタイヤ システム統廃合や企業合併等での廃止側システム

該当システムが他のシステムに吸収・統廃合される場合、あるいは既に不要となっており稼働してない場合や、特定ユーザーのための個別システ
ムで保守する程のROIが出てない場合等、該当システムを廃止する
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Thank you!
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